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いよいよワクチン接種が本格化します。７月末を
目標に高齢者への２回接種を終え、今月中にも基
礎疾患のある方に加え、一般の方への接種も職域、
学校等を通じて始まります。松山市職員、医療関
係者等、接種を進めて下さる皆様に深く感謝です。
この一年余り、緊急事態宣言やまん延防止等特
別措置が繰り返され、厳しい経済制約の中で、愛
媛、松山の経済社会生活も、申し訳ない事に、「我
慢の限界」を迎えつつあります。
ここは、徹底的なワクチン接種により、すでに
ワクチンによって明るさを取り戻しつつある英米
等に追いつく事が不可欠です。集団接種に加え、
松山市内でも、２８０近くのクリニックや病院の
ご協力を得て、身近なかかりつけ医の皆様に接種
をお願いする体制が整えられつつあります。もち
ろん、希望者には全員、「安心のPCR検査」が届
けられるべきです。
ワクチン供給は十分確保できつつあります。後
は接種増ですが、そのためには、医師、歯科医師、
看護師、臨床検査技師等の「打ち手」を広げるこ
と、そして、何といっても問診を可能な医師に最
大限協力頂く事です。日本の人口当たりの医師数
は、欧米にさして引けを取っておらず、偏在こそ
が問題です。厚労大臣が今でも直ちにワクチン接
種協力を指示できる国立病院に所属する医師は
全国で約６,０００人、さらに全国の大学病院には
３８,７００人もの医師がおられます。研究職の医
師を含め、そうした方々の最大限のご協力も得た
上で、職域、学校、ドライブスルー、国直営の民
間委託型集団接種等、考えられる限りの機会をと
らえてワクチン接種を増やし、安心の暮らしを新
たに作り出さねばなりません。

ワクチン接種により「我慢の限界」を解消する

5月22日から松山市内で始まった松山三越のワクチン集団
接種会場の現地を確認。受付、問診を経てワクチン接種。
終了後、15分間待機。希望される方々全員の接種完了に
向け、全力投球の覚悟。

ワクチン集団接種会場視察（5/16、松山三越） 愛媛の感染拡大阻止を西村大臣に申し入れ
（4/21、西村大臣室）
愛媛県選出国会議員 3人が、西村担当大臣に、愛媛のま
ん延防止等重点措置適用を申し入れ。

「途上国の公平な診断、治療、ワクチンを」（5/19、東京） 
「グローバルヘルスと人間の安全保障運営委員会」特別会合。
途上国の公平なアクセスのための国際協働の枠組み「ACTアク
セラレーター」につき、オンラインで国際機関幹部らと意見交換。

自民党データヘルス推進特命委員会では、閣議
決定で予定されていた期限を半年も遅れました
が、５月末に、私が厚労大臣時に提唱して以来４
年越しのデータヘルス改革工程表が、厚労省と
我々自民党との間で漸く合意に到達致しました。
これにより、個々人が自分の各種検診・医療・薬
剤・介護等情報をマイナポータル等で見られる
ようになります。これにより、自己健康管理が可
能になるとともに、病院等でも本人同意の上であ
らゆる病院等にある健康情報を一括閲覧可能と
なる事で、高度な保健医療を受けられるようにな
ることが決まりました。
とりわけ画期的なのは、新型コロナ感染症検査
陽性者には、確実にかかりつけ医等地域医療の医
師と繋がることとなり、自宅療養中に人知れず亡
くなることがなくなります。明治以来の古き伝統
を破り、保健所等の「公衆衛生」と「地域医療」
が初めて一体化されることとなりました。
世界に冠たる優れた日本の医療の本来の力を
正しく発揮し、健康を確保しながら、地域経済・
暮らしの活力を一日も早く回復させ、一層の飛躍
をするために大きな一歩を踏み出します。本格実
現に向け、引き続き全力で頑張ります。
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　　　　　 は党員を募集しています！

国権の最高機関のＤＸこそ重要 
（4/19、党・政治制度改革実行本部、党本部）
行政にデジタル庁ができる中、「国会
のＤＸ」チーム提言によりオンライン
会議もできない国会を脱し、国権の最
高機関こそデジタル・トランスフォー
メーション（ＤＸ）が急務。

「リーガルサービスを全国津々
浦々に」（4/24、東京）
日本司法書士政治連盟 第51回定時大
会が開催され、議連幹事長として、制
度整備によりこれまで以上にリーガル
サービスを全国津々浦々にお届けする
旨をお約束。

『香りのバラ展』（5/1、相原バラ園）
街中の美しいバラの園で癒しのひと
時。色とりどりの鉢植えや展示を楽し
みました。女性経営者とツーショット。

まるなか食堂（5/22、清水町）
お互いに親子二代に亘って親しいご
縁の清水町のまるなか食堂のご家族
とともにパチリ。

カフェ「花楽里（からり）」にて
（5/29、ぱれっと道後のカフェ花楽里）
「花楽里」は障がい者Ｂ型事業所「ぱ
れっと道後」直営のカフェ。障がい
者の皆さんが今日も元気に働いてい
ます。花の苗を買って、美味しい鍋焼
きうどんのランチを楽しみました。

いよいよ高まる栄養の重要性 
（5/17、日本リザルツ「栄養の目覚めシリ
ーズ」）
日本リザルツ主催の第３回栄養の目覚
めシリーズ「栄養とＵＨＣ」にモデレー
ター役で参加。日本栄養士会の中村丁
次会長が基調講演。

戦略的海事立国を目指せ （5/11、議
員会館）
中韓の攻勢、コロナ不況、気候変動等
の諸課題を克服し、戦略的海事立国を目
指すべき事を業界の皆様を交えて議論。

「政府の危機対応能力を抜本
強化せよ」（5/6、BS11 『報道ラ
イブ インサイドOUT』）
二木芳人氏（昭和大学医学部
客員教授）と議論。変異株対策、
感染者入院政策等危機に際し
ては、対応能力を抜本強化す
る大きな改革が要。

「変異ウイルス対策、ワクチ
ン接種等を徹底せよ」（5/16、
ＢＳ朝日 『激論！クロスファイア』）
田原総一朗氏の番組に小川淳
也代議士（立憲民主党）と出演。
水際対策、ワクチン接種１日
100万回等につき熱く議論。
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ポスター掲示の
　　　サポーター募集
ご自宅・会社等にポスター掲示
板を設置、直貼りしてくださる
サポーターを募集しています。
ご協力頂ける方は、是非、塩崎
やすひさ松山事務所までご連絡
ください。

塩崎やすひさ
公式LINE！

お知らせやお役立ち情報を
お届けしています。

友だち登録
お待ちしています


